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序論


○ 多くの実験的検証と共に成功を収めてきた。 

○ しかし、いくつかの問題を内包。

○ 多くのインプットパラメタを含む。 
　　　　　　（特にクォーク、レプトンセクター） 

○ クォーク、レプトンの物理。 

○ その発展は、より根源的な物理に迫る手段の一つ。

1. 序論 
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B-DK-崩壊


 D0とD0の同じ終状態f を用いてφ3にアプローチできる。 
 基本的にφ3は振幅の比の大きさrBと一緒に抽出する。 

 最も精度の良い測定はf =KSπ+π-を用いたもの。(635M BB) 

D：D0またはD0 

2. CP非保存角φ3とB-DK-崩壊 
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本解析で扱う崩壊 

 B-DK-, Df： B-DsupK- 

○ B-DK-, DK-π+： B-DfavK-との比をとる。 

 B-Dπ-, Df： B-Dsupπ- 

○ B-Dπ-, DK-π+： B-Dfavπ-との比をとる。 

荷電共役な崩壊
も含める。 ( ) 

3. B-DK-, DK+π-崩壊の探索 
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崩壊の再構成とqqバックグラウンド抑圧


：Efficiency ~90%、Fake rate ~10% 

：|M(K+π-)-1.865|<0.015 GeV/c2 (3σ) 

 
　　　　　　　　　　　  ：|Mbc-5.279|<0.007 GeV/c2 (3σ) 
　　　　　　　　　　　  ：フィットする。 

 

3. B-DK-, DK+π-崩壊の探索 
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ΔE=0にピークするバックグラウンド


○  M(K+π-)~MDのときバックグラウンドになる。 

○  M(K+K-)~MDのイベントを禁止する。 
　禁止後、 が残る。

○  Dの崩壊からの２つの粒子に対するミスIDから来る。 

○  IDを入れ替えたときM(K+π-)~MDになるイベントを禁止。 
　禁止後、 が残る。

○  M(K+π-)サイドバンドのデータをフィットして効いてくるイ
ベント数(-2.3±2.4)を得た。 
　　　　　　　

3. B-DK-, DK+π-崩壊の探索 
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ΔEフィット
 （657M BB） 

3. B-DK-, DK+π-崩壊の探索 

 実線：和 

 点線：成分 

 赤：Signal 
 緑：B-Xπ- BG 
　　(as B-D*π-) 

 灰：B-XK- BG 
　　(as B-D*K-) 

 青：qq BG 
 桃：B-Dπ- BG 
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 RDh (h=K, π) 

  DKのシグナルは有意でなかったので、 

 rB 

　　　　　　　　　　    

（657M BB） 

3. B-DK-, DK+π-崩壊の探索 

ε：検出効率 

rB 

RDK 
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f=KSπ+π-による測定と無矛盾。 



CP非対称度 ADπ


  標準理論で期待される通
りの結果。 

（657M BB） 

3. B-DK-, DK+π-崩壊の探索 
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結論


 
有意なシグナルは見つからなかったが、90%
C.L.での上限値 
　　　　   
を得た。この方法によるφ3測定にはもっと統計
が必要。 

 
8.4σの有意さでシグナルを測定し、0と一致する
CP非対称度を得た。

4. 結論 
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Back up slides
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Belle実験

 フレーバー物理の発展に貢献 

  約400人（55機関14カ国）に
よる共同実験。 

  積分ルミノシティ766/fb 
（ピークルミノシティ17.1/nb/sec） 

Belle検出器 

・周長：3 km 
・重心系：10.58 GeV 
　（Υ(4S)レゾナンス） 

KEKB加速器 

1. 序論 
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CP非保存角φ3

 

　　　クォークの混合に関わるユニタリー行列 

2. CP非保存角φ3とB-DK-崩壊 

標準理論のインプットパラメタの一つ 
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